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日
本
で
は
10
組
に
１
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
不
妊
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
不
妊
は

女
性
か
男
性
の
ど
ち
ら
か

に
原
因
が
あ
る
場
合
、
男

女
ど
ち
ら
に
も
問
題
が
あ

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
カ
ッ
プ
ル
は

「
子
ど
も
が
で
き
な
い
」

と
、
ま
ず
女
性
が
産
婦
人

科
を
受
診
し
ま
す
。
阪
大

病
院
で
も
こ
れ
ま
で
、
産

婦
人
科
の
不
妊
外
来
を
受

診
さ
れ
た
女
性
に
異
常
が

な
け
れ
ば
、
男
性
の
精
子

を
調
べ
、
男
性
に
問
題
が

あ
る
と
き
に
は
泌
尿
器
科

が
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
妊
娠
、
分
娩
、
出
産
、

赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
な
ど
の

不
妊
治
療
に
産
婦
人
科
と

泌
尿
器
科
だ
け
で
な
く
、

小
児
科
、
小
児
外
科
や
遺

伝
子
診
療
部
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
あ
た
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
で
き

る
だ
け
カ
ッ
プ
ル
で
診
察

を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
ま
す
。
不
妊
の
原
因

を
知
る
に
は
、
お
互
い
の

話
を
じ
っ
く
り
聞
く
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。

問
診
や
検
査
で
不
妊
の

原
因
が
わ
か
れ
ば
、
治
療

で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

だ
け
で
妊
娠
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
人
工
授
精

や
体
外
受
精
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
体
外
受
精
の
技
術

も
進
ん
で
お
り
、
セ
ン
タ

ー
で
は
最
新
の
技
術
を
導

入
し
て
、
妊
娠
を
可
能
に

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

阪
大
病
院
の
泌
尿
器
科

は
、
無
精
子
症
の
患
者
さ

ま
の
こ
う
丸
か
ら
直
接
、

精
子
を
採
取
し
て
、
体
外

受
精
を
可
能
に
す
る
技
術

に
関
し
て
世
界
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
実
績
を
も
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
体
外
受
精
の
場

合
は
多
胎
（
双
子
や
三
つ

子
な
ど
）
に
な
る
可
能
性

が
高
か
っ
た
り
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

産
婦
人
科
が
出
産
ま
で
継

続
し
て
、
注
意
深
く
診
察

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

も
し
、
胎
児
に
異
常
が

認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
小

児
科
や
小
児
外
科
と
連
携

し
て
、
治
療
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
遺
伝
的
な
問

題
が
あ
る
と
き
に
は
、
遺

伝
子
診
療
部
が
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
結
婚
前

に
若
く
し
て
が
ん
に
な

り
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
に

よ
っ
て
精
巣
や
卵
巣
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
き
に

は
、
事
前
に
卵
子
や
精
細

胞
を
凍
結
、
結
婚
後
に
妊

娠
が
可
能
に
な
る
よ
う
に

す
る
研
究
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
不
妊
治
療
は
代

理
母
問
題
な
ど
社
会
的
に

阪
大
病
院
で
は
、
地
域

の
医
療
機
関
に
お
け
る
が

ん
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
よ
り
高
度
で

安
全
な
が
ん
治
療
を
行

い
、
新
し
い
治
療
法
の
研

究
開
発
、
一
般
の
人
に
が

ん
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
情
報
の
発
信

を
行
う
化
学
療
法
部
（
腫

瘍
セ
ン
タ
ー
）
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

化
学
療
法
部
（
腫
瘍
セ

ン
タ
ー
）
は
昨
年
設
置
さ

れ
、
地
域
の
医
療
機
関
に

お
け
る
が
ん
診
療
の
連
携

拠
点
病
院
と
し
て
厚
生
労

働
省
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
院
内
の
が
ん
診
療

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
専
任
の
部
長
を
配
置

し
、
機
能
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
今
年
１
月
に
は
、

本
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ

る
が
ん
患
者
さ
ま
に
つ
い

て
、
が
ん
の
種
類
、
治
療

や
予
後
な
ど
を
登
録
す
る

ル
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
外

来
で
受
け
て
い
た
だ
け
る

治
療
室
で
す
。

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
が
12
台
あ
り
、
専
属
の

医
師
と
看
護
師
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
投
与
さ
れ

る
抗
が
ん
剤
は
各
診
療
科

の
医
師
の
指
示
に
沿
っ
て

薬
剤
部
で
調
整
さ
れ
ま

す
。
薬
剤
師
は
、
各
科
の

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
い

て
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
中
で
、
雑
菌

や
ほ
こ
り
が
混
入
し
な
い

よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
調
剤
し
ま
す
。

す
べ
て
予
約
制
で
す

が
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
さ

れ
る
患
者
さ
ま
が
多
く
な

り
、
予
約
枠
の
１
日
20
人

を
超
え
、
30
人
近
く
を
治

療
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ

ェ
ア
で
、
テ
レ
ビ
も
付
い

て
い
ま
す
の
で
、
治
療
の

間
は
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

読
書
を
し
た
り
、
眠
っ
た

り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
４
１
２
９

人
、
平
成
17
年
度
５
１
３

８
人
、
平
成
18
年
度
（
４

―
12
月
）
４
２
１
５
人
と

利
用
さ
れ
る
方
が
年
ご
と

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
多
く
の
患
者
さ
ま

に
、
よ
り
安
全
で
快
適
に

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
外
来

化
学
療
法
室
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

化
学
療
法
部
の
外
来
化

学
療
法
室
は
、
２
０
０
３

年
12
月
に
開
設
さ
れ
入
院

し
て
い
る
の
と
同
じ
レ
ベ

抗がん剤の調合（薬剤部）

わが国において、喫煙による病気の死亡者は年間11万
人にものぼるといわれています。さらに、たばこの煙を
間接的に吸う受動喫煙による害も明らかになっています。
喫煙はニコチンという薬物に対する依存症、すなわち

脳の病気と言っても過言ではありません。禁煙すること
により、急にニコチンの摂取量が減るとニコチン切れに
よる禁断症状を起こすことがあり、これが禁煙を難しく
している大きな原因です。さらに、喫煙が生活の中で習
慣化されて生じる、心理的依存と複合しているためます

ます禁煙は困難なのです。
ニコチンパッチを腕などに直接はるだけのニコチン代

替療法は、ニコチンパッチによりニコチンを補充しなが
ら、徐々にニコチンの摂取量を減らし、ニコチンのない
状態に身体を慣らしながら禁煙に導く療法です。
この療法によって、禁煙が、より確実に、より容易に

行えるようになりました。当院では、禁煙外来を予約制
で、隔週月曜日に開いています。「何度も禁煙に挑戦した
けどやめられない」など、ご自身のみならず周囲の人た
ちの健康のために、禁煙しようとお考えの方を対象にし
ています。どうぞご相談下さい。（06－6879－2551）

院
内
が
ん
登
録
を
新
た
に

始
め
ま
し
た
。
大
阪
府
が

行
っ
て
い
る
地
域
の
が
ん

登
録
へ
の
協
力
体
制
を
よ

り
整
え
た
の
で
す
。

ま
た
、
が
ん
の
診
療
を

行
っ
て
い
る
多
く
の
診
療

科
と
連
携
を
密
に
し
て
、

よ
り
高
度
で
安
全
な
が
ん

治
療
を
行
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
人
た

ち
に
、
が
ん
の
最
新
治
療

法
な
ど
を
よ
り
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年

３
回
の
「
阪
大
病
院
　
が

ん
診
療
　
市
民
公
開
フ
ォ

ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
は
２
月
３
日（
土
）

午
後
１
〜
４
時
に
大
阪
大

学
医
学
部
講
義
棟
Ａ
講
堂

で
行
い
ま
す
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
に
つ
い
て
も
法
学
部

や
人
間
科
学
部
な
ど
と
と

も
に
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
不
妊
に
関

し
て
の
相
談
を
受
け
る
不

妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
養
成

も
保
健
学
科
と
連
携
し
て

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

木
村
正
・
副
セ
ン
タ
ー

長
（
産
婦
人
科
教
授
）
は

「
不
妊
セ
ン
タ
ー
で
は
な

く
、
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
た
の
は
、
単
に
不
妊

の
治
療
だ
け
で
な
く
、
不

妊
に
か
か
わ
る
生
殖
の
問

題
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る

ユ
ニ
ー
ク
な
セ
ン
タ
ー
と

す
る
た
め
で
す
。
日
本
の

生
殖
医
療
の
拠
点
に
し
て

い
き
た
い
」
と
、
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
の
体
外
受
精
室

妊娠から新生児までトータルケア

子どもができない
と悩むカップルが増えて
います。阪大病院では不妊治
療だけではなく、妊娠、出産
から新生児期のケアまでトー
タルなサポートを行う生殖
医療センターを開設

しました。

生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設

不妊治療が変わります 不妊治療が変わります 

禁煙外来へどうぞ

よ
り
高
度
で
安
全
な
が
ん
治
療
を

化
学
療
法
部（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
）

地
域
の
拠
点
病
院
へ

入
院
と
同
レ
ベ
ル
の
外
来
化
学
療
法
室

年
間
５
０
０
０
人
以
上
が
利
用

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
外
来
化
学
療
法
室
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に
適
応
と
な
り
ま
す
。
昨

年
は
年
間
約
７
０
０
件
の

Ｉ
Ｖ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

や
血
管
造
影
で
映
し
出
さ

れ
る
患
部
の
画
像
を
見
な

が
ら
細
い
管
（
カ
テ
ー
テ

ル
）
な
ど
を
駆
使
し
て
治

療
を
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ
（
イ
ン

タ
ー
・
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
・

ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
）

を
行
っ
て
い
ま

す
＝
写
真
。

Ｉ
Ｖ
Ｒ
は
カ
テ

ー
テ
ル
な
ど
を
通

す
小
さ
な
穴
を
開

け
る
だ
け
で
す
の

で
、
患
者
さ
ま
の

体
に
は
非
常
に
負

担
の
少
な
い
治
療

法
で
す
。
腫
瘍
や

血
管
奇
形
な
ど
全

身
の
幅
広
い
疾
患

が
ん
治
療
に
お
け
る
放

射
線
の
役
割
が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
を
外
か
ら
照
射

し
て
治
療
す
る
外
部
照
射

で
は
、
機
器
の
進
歩
に
よ

り
、
病
巣
に
照
射
す
る
最

適
な
線
量
（
エ
ッ
ク
ス
線

の
強
さ
）
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
が
ん
の
病
巣
だ

け
を
ほ
ぼ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
狙
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。副
作
用
も
少
な
く
、

大
き
な
治
療
効
果
が
得
ら

れ
る
の
で
す
。

外
部
照
射
を
行
う
装

置
と
し
て
、
阪
大
病
院

に
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
サ

イ
バ
ー
ナ
イ
フ
Ⅱ
が
あ

り
ま
す
。
リ
ニ
ア
ッ
ク

は
体
の
ど
の
部
分
に
で

き
た
が
ん
に
も
対
応
で

き
ま
す
。
エ
ッ
ク
ス
線

や
電
子
線
の
強
さ
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
の

深
部
か
ら
浅
い
部
分
ま
で

自
在
に
適
切
な
線
量
を
病

巣
に
照
射
で
き
、
効
果
的

な
治
療
が
行
え
ま
す
。
来

阪
大
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、
患

者
さ
ま
が
退
院
後
の
日
常

生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
に

身
の
回
り
動
作
や
家
事
動

作
の
支
援
を
行
う
作
業
療

法
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。リ

ハ
ビ
リ
と
い
う
と
、

骨
折
や
脳
梗
塞
な
ど
の
後

く
で
き
る
よ
う
に
す
る
作

業
療
法
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

作
業
療
法
は
作
業
療
法

士
が
担
当
し
ま
す
。
治
療

手
段
の
一
つ
と
し
て
手
指

の
調
和
の
と
れ
た
細
か
な

動
き
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
折
り
紙
な
ど

の
手
芸
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
作
品

作
り
は
機
能
回
復
だ
け
で

は
な
く
、
達
成
感
も
味
わ

え
る
た
め
に
、
精
神
的
な

効
果
も
大
き
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
に
は
、
日
常
生
活
の
動

作
を
訓
練
す
る
和
室
、
風

呂
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン

が
あ
り
、
患
者
さ
ま
が
作

業
療
法
士
の
助
言
の
も
と

で
日
常
の
動
き
を
繰
り
返

し
練
習
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
療
法
士
が

年
度
に
は
最
新
式
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
も
導
入
予
定
で

す
。サ

イ
バ
ー
ナ
イ
フ
Ⅱ
は

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
定
位

照
射
（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照

遺
症
に
よ
っ
て
起
こ
る
筋

力
の
低
下
や
麻
痺
し
た
手

足
を
動
け
る
よ
う
に
す
る

理
学
療
法
が
ま
ず
思
い
浮

か
び
ま
す
が
、
例
え
ば
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
よ

う
な
神
経
疾
患
の
患
者
さ

ま
に
関
し
て
は
、
手
指
の

細
か
な
動
き
や
入
浴
の
動

作
な
ど
日
常
生
活
を
う
ま

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

画
像
診
断
の
ほ
か
、
Ｃ
Ｔ

「終末期患者の在宅療養支援と地域連携」をテ
ーマにした阪大病院フォーラムが昨年11月に開か
れました。がんの終末期の患者さまの在宅療養を
支援するときの、病院、家族、地域の医療、福祉
機関との緊密な連携の大切さが明らかになりまし
た。
今回は、阪大病院に入院していた進行胃がんの

患者さまが在宅療養され、自宅で最期を迎えられ
たことを取り上げました。ご家族にも参加いただ
き、主治医、看護師、かかりつけ医、訪問看護師
らが、それぞれの立場から意見が述べられました。
病院の主治医は在宅療養に向け、かかりつけ医

が安全に治療、緩和ケアができるような事前の処
置の重要性を指摘しました。看護師は患者さま本
人やご家族の在宅療養に移行することに対する本
音をいかにつかむかなどコミュニケーションの必
要性を強調しました。

薬剤師、医師、看護師らの演奏により、秋のミ
ニコンサートが昨年11月10日に行われました。元
気になられた入院患者さまのピアノ演奏などもあ
り、なごやかに秋の夜長を楽しく過ごしました。
クリスマスコンサートは12月22日に開かれ、梅

花中・高ハンドベルクワイヤー＝写真＝、Witch
Wind Orchestraによるクリスマスソングを中心と
した演奏で、入院患者さまたちもクリスマスの雰
囲気を楽しんでおられました。また、本学工学部
と本院未来医療センターの協力により、
Wakamaruくんというロボットが出演者への感謝
状を運ぶなど活躍し、会場を沸かせました。

吹田市立第６中学の２年生10人がボランティア
学習として、昨年11月の３日間、病院ボランティ
アを体験しました。
病院玄関での案内、病

棟での植木の葉っぱふ
き、お茶配りの準備手伝
い、そして実際に車椅子
や＝写真＝ストレッチャ
ーで移動を援助する体験
をした生徒もいました。
ボランティア控室では折
り紙などの室内作業を行
い、ボランティアさんの丁寧な対応のもと、初め
は緊張していた生徒も、次第に生き生きとした表
情に変わっていきました。

食堂や売店を運営する恵済団では、患者さまや
病院関係者から強く望まれていた24時間営業のコ
ンビニエンスストア・ホスピタルローソンを２月
１日からオープンします。改装期間中は多大なご
迷惑をお掛けしますが、ご辛抱とご理解をお願い
致します。
また、ご要望の多かったスターバックスコーヒ

ーショップを現自動販売機コーナーを改装して、
２月中旬にオープンします。オープンデッキの設
置も計画しています。

セカンドオピニオン外来は当院の専門医と患者
さまが他の病院で受けておられる診療について相
談いただく外来です。当院では2005年10月から予
約制で開始しました。2006年11月までの受付件数
は160件（月平均11件）です。
患者さまやご家族から診療について十分な時間

をかけてお話を聞いたうえで、理解と満足いただ
けるよう説明しています。お問い合わせは保健医
療福祉ネットワーク部へ。

外来患者さまの増加に伴い、診察時間が長引い
ている現状を考慮して、外来会計計算窓口、料金
支払い窓口を午後５時半まで延長しました。なお、
時間外の支払いに関しては、これまでどおり午後
５時から行っております。また、正面玄関の自動
ドアにつきましても午後７時まで開扉することと
いたしました。

セカンドオピニオン外来２年目に

外来計算窓口・正面玄関ドアを時間延長

コンサートで癒やしのひととき

終末期患者終末期患者のの在宅療養支援在宅療養支援ででフフォォーーララムム

中学生がボランティア体験

ホスピタルローソン、スタバ２月オープン
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